
数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム
 北信越ブロック第7回シンポジウム

⽂理融合データ駆動型観光科学教育の展開

2026年1⽉30⽇

佐無⽥光（⾦沢⼤学融合研究域）



⼈⽂学類
法学類
経済学類

学校教育学類
地域創造学類
国際学類

数物科学類
物質化学類
機械⼯学類
フロンティア⼯学類

電⼦情報通信学類
地球社会基盤学類
⽣命理⼯学類

医学類
薬学類

医薬科学類
保健学類

先導学類
観光デザイン学類
スマート創成科学類

2021年設置
2022年設置
2023年設置

⽂系

理系

医系

⾦沢⼤学の学域・学類



融合学域の人材養成

・数理・データサイエンス・AI を武器とし
・文系・理工系・医療系の基礎を学び融合し

・社会課題を発見・解決 / イノベーションを創成する人材を養成
・演習，フィールドワーク，PBL を重視したカリキュラムで

教員も，文系・理工系・医学/保健学系の専門家が混在

・文系学生・理系学生混在のクラスで 文系・理系
どちらでも
受験できます

「融合学域」は，広範な分野にわたる教養と文理医融合の知見を醸成し

課題発見・解決の知を展開することで，地域を世界に貢献することを理念とし

知識集約型社会で中核的リーダーシップを発揮できるイノベーション人材の養成を目標としています

文理医融合の知識を基に
イノベーションをリードする



新しい観光科学を提案・実証する

写真提供：金沢市

出典：国際連合広報センター

観光デザイン学類

幅広い学びにより，急激な社会の変容の中で
日本の観光産業を牽引する人材を育む

新たな観光価値を創出できる人材を育む

観光価値をデザインするための
多面的な最新の知識を学び，それを理解する力

価値創出等に高い意欲を持ち，
主体的・積極的に挑戦する行動力



◆ビジョン◆
■観光の新たな価値を創造・デザインし、
幸福で持続可能な未来社会の実現に
貢献する

◆ミッション◆
[1] 既存の観光事業の課題の発⾒・解決能⼒の養成のため、観光学や経営学だけで

なく、データサイエンスやライフサイエンスなどを学際的に学ぶ
[2]新たな観光関連事業を創造し、主体的に提案する能⼒を⾝に付けるために、イノ
ベーションやアントレプレナーシップについて学ぶ

[3]現場主義により、国際インターンシップを始めとした実践的な科⽬を通して観光
デザインを学び、より広い視野で観光需要や提供サービスについて知ることで、
インバウンド対策や先進的な技術の開発・応⽤につなげる

新しい観光科学を提案・実証する観光デザイン学類



課題解決型の⽂理医融合教育
← ⼈⽂科学・社会科学・⾃然科学の知⾒

を組み合わせて観光の課題に取り組む
・・・特に数理・データサイエンスの活⽤

ポイントその１

多様なプロジェクト参画
← 社会と共創した新しい観光価値の創出
・・・短期から⻑期に渡るプロジェクト科⽬

インターンや海外留学も

地域フィールドを活かした実践的学習
← 観光⽂化溢れる北陸を舞台に

⾃治体や企業等と連携した実践的な演習

ポイントその２

ポイントその３

MISSON：観光のイノベーションを担う⼈材を育てる



観光デザイン学類
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新しい観光科学を提案・実証する
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新しい観光科学を提案・実証する







先端観光科学研究所

令和
4年度

研究プロジェクトへの参画

科学と地域の総合知で実現する
ヘルス・サステイナブルツーリズム

観光価値をデザインする
人材の育成を通じて、
新しい観光の価値創造と
産業構造転換へ挑戦。

令和
5年度 教育への

還元

観光産業の高度化

令和
7年度

ィールドとした社会実証・実装自治体・参画企業をはじめ、観光に係る社会からの
ニーズや要望等を集約

令和
5年度

研究と教育、社会実装の一体化

データサイエンスを始めとする
観光科学教育を実施

観光科学による次世代のヘルス・サステイナブル・
ツーリズムの実現を通して、全ての人が安心して
観光を楽しむことができる共存社会を推進。
観光科学研究の国際拠点化を目指す。

地方創生に向けた多種多様なプレーヤー
による地域連携プラットフォーム

観光分科会
次世代観光産業振興WG設置

大学：金沢大学（幹事校）、JAIST、
富山大学、福井大学、公立・私立大学

自治体：石川県、富山県、福井県
民間：北陸経済連合会、北陸地域内の企業

人間社会研究域附属先端観光科学研究センターを発展的改組

先端観光科学研究所設置

観光デザイン学類設置

課題共有
実装連携

・インターンシップ
・プロジェクト教育等への指導・助言

北陸を”観光科学研究”の中心地へ

入学定員：令和6年度55名

文理融合による課題解決型観光教育

新学術創成研究科
総合知創出科学専攻設置

社会実装を見据えた高度な実証型教育

北陸をフィールドに、観光科学研究を推進し、
成果を社会実証・実装、政策提言へと連結

Out

・数理・データサイエンス・AI
・観光プロジェクト演習

In

連携:







先

堤 敦朗 教授
専門分野：国際保健学、
公衆衛生学、障害学

アクセシブル・ヘルス
ツーリズムのデータ基
盤構築のためのデバイ
ス開発

〇目的
ヘルスツーリズムやアクセ
シブルツーリズムのデジタ
ルデータ収集基盤となるオ
リジナルの研究用ウェアラ
ブルデバイスを開発する。

野村章洋教授
専門分野：

循環器学/デジタル医療

ヘルスツーリズムの基盤
形成とウェルビーイング
の医学的背景の解明

〇目的
ヘルスツーリズムプログラムの
構成要素のうち「心身の癒やし
(Body treatment)」に注目し
、
心身の癒やしに寄与する機序を
多面的かつ定量的に解明する
探索試験を行う。

長野県白馬村における観
光動態把握とデータサイ
エンスへの教育効果に関
する研究

〇目的
白馬村を対象として，国内旅
行者・訪日外国人旅行者の観
光動態データを取得，解析す
る。また，得られたデータを
用いて高校生に対するデータ
サイエンス教育を実践する。

森崎 裕磨 助教
専門分野：土木計画学

端観光科学研究所の
戦略的融合研究プロジェクト2023

Kanazawa 
Castle

Kenrokuen
Garden

Kanazawa 
Station

Higashi-Chaya 
District

Nishi-Chaya 
District

Nagamachi
Samurai 
District

Omicho
Market

Wi-Fi 
Packet 
Sensors

Examining the Educational 
Effectiveness of Data Science for High 

School Students

Utilize 
analyzed 

data

Analyze tourism 
dynamics

AI・GPS・心拍データを用いたタイ王国ピサノローク
県の観光地を対象とした時空を超えた観光動態・感動
の一体的な“見える化”と日泰共通観光データプラット
フォームの構築に関する
国際共同研究

藤生慎 准教授
専門分野：自然災害科学・

防災学
〇目的
タイ政府観光庁は，エビデンスに基づく観光施策の立案を模索中である。このような状
況下において，先端科学観光研究所の知見を活かし，まず，タイ王国ピサノローク県に
おける観光地を対象に，本研究で独自に取得したデータに基づいて観光施策（動態・満
足度）を立案することを目的とする。

歴史観光地区における来訪者のマクロな
人流取得技術の開発

白石英巨 講師
専門分野：都市計画・建築計画

〇目的
従来の都市内人流把握技術
をミクロな地区レベルに展
開し、経路・密度情報の掛
け合わせによる歴史観光地区
の施策計画検討への活用（例：歩行空間・景観整備、来訪者誘
導、イベント効果評価・来訪者予測）を目指す。
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論文
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中



データのオープン化推進による北陸エリア⼀体での観光の底上げ
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・観光庁 令和６年度「観光ＤＸによる地域経済活性に関する先進的な
観光地の創出に向けた実証事業」に採択され、北陸３県の産官学16機
関からなる北陸インバウンド観光ＤＸ・データコンソーシアムを結成
し，実証事業を実施
・北陸３県におけるWiFiパケットセンシングやＡＩカメラによる⼈流
分析，ＱＲコードを⽤いた多⾔語対応アンケートを⽤いて「移動」や
「消費」に関するデータを取得し，北陸観光データポータルサイト
“TIF DATA”にて公開。そのデータを基にしたマーケティング⼿法を
検討。

アンケート：約140施設に設置
MACアドレス観測装置：81か所に設置（森崎助教）
AIカメラ：２か所に設置（藤⽣教授）

【コンソーシアム参画機関】
国⽴⼤学法⼈⾦沢⼤学，富⼭県，⽯川県，福井県，北陸経済連合会，公益社団法⼈とやま観光推進機構，
公益社団法⼈⽯川県観光連盟，公益社団法⼈福井県観光連盟，株式会社北陸銀⾏，
株式会社CCイノベーション，株式会社福井銀⾏，ふくいヒトモノデザイン株式会社，
株式会社B Inc.，株式会社地域創⽣Coデザイン研究所，国⽴⼤学法⼈富⼭⼤学，国⽴⼤学法⼈福井⼤学

今 洋佑 准教授
＜これまでの経歴＞
内閣府課⻑補佐、福井県⼤野市副市⻑

ソフトバンクグループ株式会社

観光庁 令和６年度「観光ＤＸによる地域経済活性に関する先進的な観光地の創出に向けた実証事業」採択

補助期間終了後、⾃⾛化を⾏い、地域観光の⾼度化や観光にか
かる諸課題の解決、観光科学の発展を図るためのプラットフォーム
として活動 https://tifdata.jp/



観光デザイン学類の⼊学者・在籍者

⼊学年度 特別選抜 ⼀般選抜 編⼊
学KUGS ⽂系

（かっこ
内は⼀括
から移
⾏）

理系
（かっこ
内は⼀括
から移
⾏）

⼀般枠 特別
枠

防災
復興

英語
総合

令和4年度 2 1 8(1) 5(1)
令和5年度 4 12(0) 5(1)
令和6年度 4 7 29(3) 14(2) 12
令和7年度 6 5 3 1 24 15 11

1年⽣ 2年⽣ 3年⽣ 4年⽣
令和7年度時
点

54 60 33 30



観光デザイン学類1期⽣（卒業予定27名）の進路状況
（2026年1⽉報告時点）

•⺠間部⾨：メディア3名、広告代理店、旅⾏業、宿泊業、
交通・物流2名、情報2名、⼩売、製造業

•公共部⾨：⾃治体、観光連盟
•進学：7名



観光DX・PBL演習I・IIのシラバス
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観光DX・PBL演習I・IIのシラバス
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KDDI Location Analyzerとは

性・年代（推計ではない正解データ）や居住，
勤務，来街に関する属性データを活⽤し，商
圏や来訪者，時間帯傾向など，鮮度の⾼いエ
リアマーケティングを可能とするセルフ分析
ツール

◆GPS位置情報データを搭載したGIS（地理情報システム）







輪島朝市

KDDI Location Analyzerを用いた滞在人口分析
（金沢大学森崎佑磨助教データより）



輪島市中心部における滞在人口の算出結果
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約4,000名

地震発⽣週



珠洲市総合病院への来訪者居住地分布（分析②）

1/1~1/21 2023年 2024年
1位 珠洲市 10913 珠洲市 8650
2位 鳳珠郡能登町 2204 ⾼崎市 1788
3位 ⾦沢市 396 ⾦沢市 981
4位 鳳珠郡⽳⽔町 200 ⽻曳野市 463
5位 輪島市 156 鳳珠郡能登町 441
6位 ⽻咋市 63 秦野市 423
7位 河北郡津幡町 43 ⻑野市 231
8位 寒河江市 174
9位 河北郡津幡町 155
10位 御殿場市 132

合計 13975 合計 14607

2023年⽯川県内からの来訪がほとんど
→2024年は⽯川県外からの来訪者が急増
⽀援・ボランティアの影響︖

【居住地毎の来訪者数】

石川県外の市町村を赤色表示

【2024年】【2023年】



奥能登への通行ルートにおける交通量の変化（分析③）

v奥能登への通⾏ルートにおける交通量の変化

v分析期間
v2023/01/01~2023/01/25，2024/01/01~2024/01/25

拡⼤図

能登半島地震によって奥能登への通⾏ルートが1本に…

交通量を2023年と2024年で⽐較

分析範囲道路の復旧状況

参考文献：国土交通省令和6年能登半島地震 道路復旧見える化マップ https://www.mlit.go.jp/road/r6noto/index2.html



位置情報履歴データの紹介 ブログ
ウォッチャー

common_id is_uuid os latitude longitude arrive_time depart_time visiting_seconds accuracy
00226149-9942-4ef9-90ab-7a26a3e75bb1 FALSE android 36.49567860 136.49316302151312024/1/1 19:44 2024/1/2 9:28 49413 85.46259259259257
004bc933-0436-4b1d-b32a-9a73d0e2e079 FALSE android 36.52794234 136.61543126226412024/1/1 16:45 2024/1/2 4:08 40982 15.252369942196529
00677b4f-c471-42a7-9d27-68af90456f66 FALSE android 36.425575221390105136.536995280086872024/1/1 15:56 2024/1/2 8:59 61389 608.7727863623877
008ea410-3308-4640-9617-8869475e9c11 FALSE android 36.28910028008142136.360347058509352024/1/1 11:48 2024/1/2 8:44 75337 353.72859219784766
009abedd-f2d9-4b8f-9775-3eedf8959b9e FALSE android 36.28134506 136.356372228877972023/12/31 15:15 2024/1/4 14:10 341668 266.0921276595745
014bb472-f202-40f8-8435-6bc8813e687e FALSE android 36.591120763570395136.651711788448182023/12/28 18:08 2024/1/4 13:50 589341 86.02788505747125
0153332f-e38a-4af7-bc32-108dae350707 FALSE android 36.62121659 136.684236980393082024/1/1 14:02 2024/1/2 13:32 84615 93.41701492537312

端末ID 機種 経度 緯度 到着時刻 出発時刻 滞在時間 精度

汎化加⼯し
データベース化

携帯電話の位置情報

コメント

データ取得が可能

電源喪失しても

通信NWが断絶しても



GPS取得率の算出方法

対象端末の位置情報を1時間ごとに1週間分追うことで，GPS取得率を算出
⇒携帯電話のバッテリー切れによる連絡⼿段が途絶えた被災者の定量把握

各地域で地震発⽣前後の1時間
に位置情報を取得した端末を対象

common_id is_uuid os latitude longitude arrive_time depart_time visiting_seconds accuracy
00226149-9942-4ef9-90ab-7a26a3e75bb1 FALSE android 36.49567860 136.49316302151312024/1/1 19:44 2024/1/2 9:28 49413 85.46259259259257
004bc933-0436-4b1d-b32a-9a73d0e2e079 FALSE android 36.52794234 136.61543126226412024/1/1 16:45 2024/1/2 4:08 40982 15.252369942196529
00677b4f-c471-42a7-9d27-68af90456f66 FALSE android 36.425575221390105136.536995280086872024/1/1 15:56 2024/1/2 8:59 61389 608.7727863623877
008ea410-3308-4640-9617-8869475e9c11 FALSE android 36.28910028008142136.360347058509352024/1/1 11:48 2024/1/2 8:44 75337 353.72859219784766
009abedd-f2d9-4b8f-9775-3eedf8959b9e FALSE android 36.28134506 136.356372228877972023/12/31 15:15 2024/1/4 14:10 341668 266.0921276595745
014bb472-f202-40f8-8435-6bc8813e687e FALSE android 36.591120763570395136.651711788448182023/12/28 18:08 2024/1/4 13:50 589341 86.02788505747125
0153332f-e38a-4af7-bc32-108dae350707 FALSE android 36.62121659 136.684236980393082024/1/1 14:02 2024/1/2 13:32 84615 93.41701492537312

端末ID

1⽉8⽇15:00:001⽉1⽇15:40:00
〜1⽉1⽇16:40 

1⽉1⽇15:40:00〜1⽉1⽇16:40:00
地震発生時に地域にいた被災者を対象



被災者の滞留人口分布と道路損壊情報及び孤立集落の分布
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2025年度観光プロジェクト演習一覧
• 文理医融合観光研究

• 観光まちづくりのフィールド調査と実践

• コミュニティ・デザイン実践

• 行政との共同による市民意識調査プロジェクト

• 地域資源デザインの実践

• 歴史的建築物の再生と活用のための不動産流通に関する調査プロジェクト

• オーバーツーリズム対策実習

• 海外デジタルノマド研究とインバウンドの現場実地演習

• 交通まちづくりプロジェクト

• 新幹線ＶＳ航空 北陸の陣 

• ７歳の交通安全プロジェクト

• 石川県版「新・湯治」ヘルスツーリズムプロジェクト

• 農業アルバイトから考える日本農業の現状

• 地方・都市間の情報格差が大学進学行動に及ぼす影響

• 色彩効果による食品ロス削減

• 金沢における“身体性ツーリズム”の展開とまちあるきの再考

• 観光地におけるステークホルダー連携によるイノベーション

• 災害時における観光客の行動特性

• 旅行業務管理者取得のためのVR教材づくり



オーバーツーリズム対策実習（2024）の事例


